
1 【健康格差】 本計画においては、疾病、障がいの有無、健康への関心の有無、経済的要因など、性差・年齢差以外の健康に影響を及ぼ

す要因により生じる健康状態の差をいう。

1 策定の趣旨

札幌市では2002年（平成14年）、「市民一人ひとりの健康づくりを応援する」ことを基本

理念に掲げた札幌市健康づくり基本計画「健康さっぽろ21」を策定しました。そして2014年

（平成26年）３月には「市民が地域とのつながりの中で、健やかに心豊かに生活できる社会

の実現」を基本理念に掲げた札幌市健康づくり基本計画「健康さっぽろ21（第二次）」を策定

し、「健康寿命の延伸」と「健康格差1の縮小」等を目標に、健康づくりのための様々な取組を

行ってきました。

2024年（令和6年）、同計画による取組の最終評価を行った結果、成果指標として設定

した109の値のうち、37の指標（指標全体の33.9％）では改善が見られたものの、30の指標

（27.5％）では悪化の傾向が見られるなど、さらなる取組を進める必要があることがわかり

ました。

札幌市では、2022年（令和4年）に札幌市の最上位計画である「第２次札幌市まちづくり

戦略ビジョン」の「ビジョン編」を、2023年（令和5年）には「戦略編」を策定しましたが、この

中では「ウェルネス（健康）」を「まちづくりの重要概念」、重要な「プロジェクト」に掲げて取組

を行っていくとうたっています。

また、2023年（令和5年）5月に国から「全ての国民が健やかで心豊かに生活できる持続

可能な社会の実現」をビジョンに掲げた「二十一世紀における第三次国民健康づくり運動

（健康日本21（第三次））」が示されました。

このような状況・課題を踏まえつつ、これからの札幌市における健康づくりの取組の方向

性を定めるため、札幌市健康づくり基本計画「健康さっぽろ21（第三次）」を策定しました。

3 計画の位置づけ

本計画は、国が定めた「健康日本21（第三次）」を踏まえた札幌市における「市町村健康増

進計画」です。

また、札幌市の計画体系において最上位に位置づけられまちづくりの基本指針を示す

「第2次札幌市まちづくり戦略ビジョン」を踏まえた個別計画に位置づけられ、他の関連計画

と調和を図りつつ、主に同ビジョンが示す「まちづくりの重要概念」の一つである「ウェルネス

（健康）」と、「まちづくりの基本目標」の「生活・暮らし」分野における「基本目標」の「4　誰もが

健康的に暮らし、生涯活躍できるまち」に向けた取組を担います。

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals）は、2015年

（平成27年）９月の国連サミットで採択されている2030年（令和12年）までの国際的な共通

目標です。

札幌市は、2018年（平成30年）にＳＤＧｓの達成に向けた優れた取組を提案する「ＳＤＧｓ

未来都市101」に選定されており、各種計画の策定や取組の実施に当たっては、ＳＤＧｓの

視点や趣旨を反映させることとしています。

本計画においても、誰ひとり取り残さない持続可能なまちづくりの視点をもって、特に目標

３「すべての人に健康と福祉を」をはじめとして、SDGsの視点を踏まえたものとします。

2 計画の期間

2025年（令和7年）度から2036年（令和18年）度までの12年間とします。

中間年となる2030年（令和12年）度を目途に中間評価を行い、社会情勢等の変化も

踏まえつつ、計画・取組の見直しを行う予定です。

札幌市健康づくり基本計画

「健康さっぽろ21（第三次）」

計画期間　令和7年度～令和18年度

関連する主な計画

札幌市地域福祉社会計画

札幌市高齢者支援計画

札幌市食育推進計画

札幌市スポーツ推進計画

さっぽろ子ども未来プラン

さっぽろ医療計画

札幌市生涯歯科口腔保健推進計画

札幌市がん対策推進プラン

第2次札幌市まちづくり戦略ビジョン
計画期間　令和4年度～令和13年度

北海道健康増進計画
すこやか北海道21

計画期間　令和6年度～令和17年度

個別の施策・事業に反映

中期実施計画

（アクションプラン）

戦略編
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2 【推計人口】 直近の国政調査の数値を基礎に、毎月の住民基本台帳による人口の増減を加えて算出したもの

3 【一般世帯】 病院や寮などの施設以外の世帯

4 【高齢単身世帯】 65歳以上の人1人のみの世帯

（1） 人口と世帯の推移

第 ２ 章 札幌市民の健康を取り巻く現状と今後の方向性

高齢化率 資料：国勢調査（総務省）、札幌市
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図表Ⅰ-１　札幌市の人口推移と将来推計
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図表Ⅰ-2  世帯構成の推移

資料：国勢調査（総務省）
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1 社会的背景

2023年（令和5年）４月１日現在の推計人口2は1,969,004人であり、2020年（令和２

年）国勢調査に基づく将来人口推計では、今後人口減少が予測されています。

2020年（令和２年）の一般世帯3数は967,372世帯で、高齢単身世帯4数は121,789

世帯となっています。

一般世帯に占める高齢単身世帯の割合は、2020年（令和２年）には12.6％であり、2040

年（令和22年）には18.7％になり、さらなる高齢単身世帯の増加が予測されています。
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